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１． 研究目的 

月経とは，「周期的に繰り返され，かつ限られた

日数で自然に終わる子宮からの出血」と定義され

（松本，2004），女性の健康のバロメーターとなる

など，重要な役割を果たす生理現象である．その

一方で，月経に伴う下腹部痛・腰痛をはじめ，頭

痛，吐き気，憂うつ，情緒不安定感などの随伴症

状があり（日本産婦人科学会・日本産婦人科医会，

2011），こうした月経随伴症状は身体的精神的スト

レッサ―となり，抑うつなどの精神的健康に影響

を及ぼすことが報告されている（服部ら，1998）．

Tanaka ら（2013）によると，21,477 人の女性を対

象にインターネット上で実施された大規模な調査

の結果から，月経随伴症状による通院費用，市販

薬の費用，労働損失を合計すると，社会経済的な

損失は年間 6,828 億円にもなると想定されている．

このことから，月経随伴症状の影響は女性だけで

なく，社会全体の重大な問題であり，月経随伴症

状の適切で有効な治療，対処について検討するこ

とは急務である． 

このような月経随伴症状による不調により，日

常生活に支障をきたす場合や身体的・精神的健康

が脅かされる場合，月経困難症 dysmenorrhea と判

断される（小児思春期婦人科学，1992）．16 歳～5

0歳未満の女性 1,906名を対象にした実態調査によ

れば，約１/４以上の女性が強い月経痛と日常生活

への影響を訴えており．更に年代別にみると，特

に 25 歳未満の若年層で，月経困難症と診断される

頻度が高いことが明らかとされた（女性労働協会，

2004）． 

月経困難症とは，原因によって２つに分けられ，

器質的疾患に起因するものは「器質性（続発性）

月経困難症」，器質的原因が認められないものは

「機能性（原発性）月経困難症」と呼ばれる．こ

れらのうち 25 歳未満の若年層，つまり思春期・青

年期女性においては，およそ 95％が器質的疾患の

認められない「機能性（原発性）月経困難症」で

あることが指摘されている（小児思春期婦人科学，

1992）．「機能性（原発性）月経困難症」は，子宮

内膜で産生されるプロスタグランジン prostagland

in（PG）によって，子宮筋の過度の収縮とそれに

伴う血管攣縮，子宮筋の虚血などを引き起こすこ

とにより，疼痛，吐き気，嘔吐等が生じると考え

られている．その他，若年層の思春期・青年期女

性では，月経に対する不安感，恐怖，嫌悪，緊張

感などの心理的要因が大きな比重を占めることが

明らかとなっている（松本，2004）． 

月経随伴症状に対する主な治療法として，PG 合

成を阻害する非ステロイド性抗炎症剤（NSAIDs）

が月経困難症全般に広く有効とされる他，鎮痙剤

や経口避妊薬（ピル）などの薬物療法が幅広く使

われているが（相良，2009），一方で薬物療法の副

作用に不安を抱く人が多いということも分かって

いる（服部ら，2001）．以上から，月経随伴症状の

治療及び対処として，薬物療法が有効とされる半

面，副作用やコストなど問題点も上げられ，月経

随伴症状と心理的状態との関連性ついて指摘され

ていることからも，薬物療法と併せた心理的介入

が必要である． 

こうした中，思春期・青年期の月経随伴症状と
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心理的要因との関連については，服部ら（2001）

が女子学生を対象として月経随伴症状とセルフエ

フィカシーとの関連を検討した研究や，渡邊ら（2

007）の月経随伴症状とセルフエフィカシーの変化

の関連について検討した研究などがあり，これら

の先行研究の結果からセルフエフィカシーと月経

随伴症状との関連は認められなかったものの，セ

ルフエフィカシーが高い者は症状に対して何らか

の対処行動をとっていることが明らかとなった．

また，青年期の月経随伴症状とストレスとの関連

もこれまでに多く検討されており，松本ら（2004）

が定期健康診断を受診した大学１年女子 1,180 名

を対象とした調査では，月経痛の強度が重くなる

に従って，自覚するストレスが大きいことが示唆

された他，中元ら（2009）による看護学生を対象

に行った研究では，身体的なストレス及び学業領

域に関するストレスが高い者は，月経随伴症状が

重い傾向が認められるなど，ストレスと月経随伴

症状との関連性がこれまでの研究で明らかになっ

ている． 

一方，小澤ら（2006）が女子学生を対象とした

月経前不快気分障害 Premenstruai dysphoric disor-

der（PMDD）と抑うつ感の関連を検討した研究で

は，PMDD 症状の有無よりも，症状が社会生活に

影響を及ぼすと認知しているかどうかで抑うつ感

に違いが見られたことを指摘している．更に，月

経随伴症状の軽減に対する看護介入を行った渡邊

ら（2007）による研究では，セルフケア行動の促

進，月経に対する肯定的イメージの促進，ストレ

スの軽減，ソーシャルサポート増加の４要素から

構成される月経随伴症状に対する看護介入を行っ

たところ，月経に対する肯定的イメージの効果が

認められ，さらに月経随伴症状の軽減及びストレ

スの軽減が認められた．これらの研究から，月経

への認知やイメージが月経随伴症状に影響を及ぼ

す可能性が推測され，有効な月経随伴症状への介

入研究には月経への認知やイメージの変容も含め

た検討が必要であると考える． 

このような物事に対する認知やストレスを評価

する際に関わる能力のひとつに，首尾一貫感覚 

Sence of Coherence（SOC）がある（Antonovsky，

1987)．SOC とは，把握可能感（状況の認知的理

解）・処理可能感（内外の資源を使い有効に対処で

きる確信）・有意味感（解決することに意味がある

という動機づけ）の３つの感覚から構成される概

念で，先行研究では SOC が高い者は，高いスト

レス対処能力と健康保持力を持つとされており，S

OC 向上がストレス対処能力の向上に寄与するも

のと考えられる．従って，この SOC の向上が月経

への認知変容やセルフケアへの動機づけに影響し，

月経随伴症状の軽減に奏功すると考えられる． 

以上から，本研究では，研究Ⅰで月経を経験して

いる青年期の女子学生を対象に，月経随伴症状と

セルフエフィカシー，精神的健康尺度及び SOC と

の関連を検討し，月経随伴症状の強化・維持要因

を明らかにし，研究Ⅱで，研究Ⅰの結果に基づき，

集団に実施可能なセルフエフィカシー及びSOC向

上を目指した心理教育プログラムを開発すること

を目的とする． 

 

２． 研究実施内容 

 研究Ⅰ 

・対象者：月経を経験している女子学生 

・調査方法：自記式無記名質問紙調査 

・調査項目：質問紙は属性（年齢・学年学部学科

専攻），月経に関する項目（月経随伴症状の有無，

月経痛による支障の有無，月経に対するイメージ），

以下の５尺度で構成される． 

１）月経随伴症状尺度  

２）自己効力感尺度 

３）日本版 SOC 短縮版尺度 

４）精神的健康尺度 

・データ分析手順および方法 

 月経に関する項目から月経随伴症状有・無群に

分け，各尺度との関連性をｔ検定にて分析し，更

に各尺度間の相関関係や多変量解析を行う． 

研究Ⅱ 

・対象者：研究Ⅰにて調査対象となった女子学生 

・介入方法：研究Ⅰに基づき作成したレジュメを用

いた講義形式の指導． 

・調査項目：研究Ⅰと同様の調査項目を用いる． 

・データ分析手順および方法 

 介入群と統制群に分け，介入群ではさらに pre- 

post で介入の効果を量的分析から測定する． 

 

３． まとめと今後の課題 

 本研究テーマの予備的研究となる卒業研究を

健康心理学会にて発表をし，また本研究テーマ

に沿った情報を得て、知見を深めることができ

た．予備調査の準備を整え，その結果を 3 月の
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修論構想発表会にて報告することができた．今

後は調査の倫理的配慮をより十分に考慮し質問

紙調査内容の精緻化が課題となる． 
 
付記 

 
本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所平

成 30年度大学院生研究助成(B)(課題番号:DB3020 )

「自発的筆記が首尾一貫感覚及びストレス評価に

与える影響に関する研究」より研究助成を受け行

った． 
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